
 
タイ米山学友会が高潮による浸水被災地を支援

10 月 31 日、タイ米山学友会が高潮による浸

水被害を受けたタイ・サムットソンクラーム県

アムパワー郡において、被災者支援活動を実施

しました。 

当日は、同学友会のインタラチット ヌンヌッ

ト会長（2006-07／横浜鶴見北ＲＣ）、カンナー

ティコーン ピヤラット理事（2016-17／青森Ｒ

Ｃ）をはじめとする 15 人が参加。同学友会から

の寄付、ヌンヌット会長が経営するリゾート施

設からの寄付をもとに、手作りのお弁当や保存

食、飲料水、生活必需品などを準備し、計 70 世

帯に届けました。活動前半は冠水した道路を歩

いて一軒一軒訪問し、後半は同リゾート施設か

ら提供された船を活用して、陸路でのアクセス

が困難な運河沿いの住宅へも支援物資を届けま

した。ヌンヌット会長は、「温かい支援や物資を

お寄せくださった皆さま、車両や船の提供にご

協力いただいたスタッフの皆さまに心より感謝

申し上げます。皆さまのご協力のおかげで、被

災された多くの世帯へ無事に支援を届けること

ができました」と、感謝の思いを語りました。

2027 学年度奨学金申込み状況
10月 15日に締め切りを迎えた2027学年度の

ロータリー米山記念奨学金（学部・修士・博士

／地区奨励）には、指定校 608 キャンパス（地

区を超えた指定校の重複含む。前年度 610 キャ

ンパス）から 1,360 人（前年度 1,364 人）が推

薦されました。被推薦者の国・地域は、上位か

ら中国 572 人、ベトナム 159 人、ミャンマー128

人、韓国 117 人、ネパール 54 人、そしてインド

ネシア、モンゴル、スリランカ、バングラデシ

ュ、台湾と続きます。課程別の応募状況は、博

士課程 16.5％（15.5％）、修士課程 30.7％

（35.8％）、学部課程 49.6％（45.7％）となっ

ており、2019 年度以降、学部生の申込みが最も

多い傾向にあります。なお、大学以外の教育機

関を対象とする「地区奨励奨学金」には、7 地

区 18 校から計 44 人（8 地区 18 校 41 人）の応

募がありました。 

今後、各地区においては、国籍割合などにも

配慮しながら、書類審査および面接による厳正

な選考が行われます。 
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支援物資を手渡し 
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寄付金速報 — 米山月間のご寄付に感謝！ —
10 月までの寄付金

は、前年同期と比べて

0.6％減（普通寄付金

0.4％減、特別寄付金

0.7％減）となり、約

270万円の減少となり

ました。一方で、単月の寄付額は前年同月を上

回っており、明るい兆しも見られます。 

今年も残すところ 2 カ月となりました。引き

続きご支援、ご協力を賜りますようお願い申し

上げます。

当財団への寄付により紺綬褒章を受章
国際ロータリー第 2620 地区（静岡・山梨）沼

津北ＲＣの土屋雄二郎氏が、9 月 26 日付で紺綬

褒章を受章しました。 

紺綬褒章は、公益のために私財を寄付し、そ

の功績が顕著な個人または団体に対して天皇陛

下より授与される褒章で、当財団は 2018 年 9 月

に紺綬褒章の公益団体認定を受けています。心

よりお祝い申し上げます。

オンラインで結ぶ学びと交流 「知の歯車交流会」開催
10 月 17 日、国際ロータリー第 2580 地区米山

学友会が「知の歯車交流会〜AI 編〜」をオンラ

インで開催しました。 

同イベントは、2023 年末に始動した「キャリ

ア共有交流会」を前身とする取り組みで、就職

や転職、起業といったキャリアに関する知恵や

経験を共有し、学友同士の助け合いを目的にス

タートしました。その後、学友の抱える悩みや

課題に柔軟に応える場へと発展させるため、「知

の歯車交流会」と名前を変更。原則オンライン

で開催することで会場費等のコストを抑え、地

理的な壁をなくして全国の学友が手軽に参加で

きる環境を整える狙いがあるそうです。 

当日は、「AI はどこまでできるようになった

のか」「これからの私たちに必要なこと」といっ

た、AI に関する講演が行われた後、参加者から

の質問や相談を中心に活発な意見交換が展開さ

れました。同学友会にとってフルオンラインイ

ベントは初の試みとなりましたが、場所の壁を

越えた充実した学びと交流の場となりました。 

会長のグエン ティ キャット ウィンさん

（2005-07／東京ＲＣ）は「時代や環境の変化、

学友の課題に合わせてテーマを柔軟に広げなが

ら、今後もオンラインを活用した交流の場をつ

くりたいです」と、今後の抱負を述べました。 
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前年同期比 

普 - 0.4%  特 - 0.7% 

- 0.6％ 
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